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1.特別な注意事項
本製品の設置・使用にあたり特に大切な事項ですので必ず守ってご使用ください。

・説明書を製品の使用前に全て読んでから作業してください。
・本製品は観賞魚(海水魚)用の製品です。
・室内専用で直射日光や高温を避けて設置してください。
・濾過槽内に設置する内部式の製品です。外部では使用できません。
・水槽環境により当社の仕様目安と異なる場合があります。
・メンテナンス時はコンセントを抜き、万一の感電に注意してください。
・保証期間中の故障でも貸出機のご準備がありません。必要な場合は販売店
　にご相談いただくか、当社の有料貸出サービスをご使用ください。
・本製品の故障や不具合による、生体の保証及び本製品以外の保証はでき
　ません。
・不明な点がある場合は販売店に確認してください。説明書は観賞魚で一
　般的に使用される言葉や名称で記載されています。不明点はご確認下さい。
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3.使用方法
ReefLive BR Series

本製品はポンプの流量を付属のコントローラーを使用して制御することが可能です。
各接続口にしっかりとケーブルを接続してください。
ポンプの接続口は防滴仕様となっています。初めに奥までしっかりと押し込み、スク
リュウで締め付けてください。

使用するペレットは上部の蓋を引き上げ
る事で写真のように取り外すことができ
ます。蓋についているプレートはペレット
が水槽に戻るのを防止しています。

下部のスタンド部分と本体の筒は上に引き上げる事で取り外すことができます。本体
を掃除する必要がある場合はポンプやペレットを取り除いてから作業してください。
商品の経年劣化、メンテナンス回数の多いお客様の場合、接続部分が緩くなり簡単に
外れてしまうようになる事があります。
最悪の場合は接着するしか改善方法がなくなってしまうのでご了承ください。

付属のDCポンプをリアクター下部の接続口に取り付
けてください。接続口はロックしたり、スクリュウな
どで締め付ける必要はありません。
また、ポンプはメンテナンスを行いますので接着剤な
どの使用も不要です。

4.推奨バイオペレット
下記のバイオペレットで動作確認が取れています。品質等も考慮し下記のペレットを
推奨します。
●Lss エクストリーム バイオペレット
●OCTO BioSpheres
●VanHouten All in one biopellets PREMIUM(リン酸対策強化タイプ)
●Seachem(aquaVitro) Biogen (特約店/店頭販売限定品)
●Grotech NP-Minus
●ZEST BioPellet (ゼンスイ)

注意：コントローラーは濾過槽とは異なる湿気の少ない場所に設置してくださ
い。海水の蒸発水は塩分を含んでいるためコントローラー内の基盤にダメージ
を与える場合があります。

注意：本体を設置した水位より低い位置にコントローラーやACアダプターを設置
する場合は、飼育水等がケーブルを伝わってこないように設置し、コントローラー
やコンセントに飼育水がかからないようにケーブルにタルミをもたせてください。

リアクター別ペレット最大使用量の目安は下記URLにて確認できます
http://e-lss.jp/dst/reeflive/bp2.html

接続口

パワーディスプレー (最大9)

一時停止ボタン

ポンプ接続口

ON/OFFボタン(主電源)

ACアダプター接続口

パワー設定ボタン
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5.調整と運転
ReefLive BR Series

使用するバイオペレットの取説に従って運用してく
ださい。

飼育水の硝酸塩レベルでペレットの量が大きく異なります。
まずは水質試薬で硝酸塩の値を確認してください。
本製品で使用するペレットや運用方法は水質やお客様の設備等の環境により異なり
ます。また、硝酸塩を下げるための方法(ペットの追加や量)もショップごとに異なり
ます。お客様の日々の観察と水質測定からベストな方法を見つけてください。

6. Q&A
バイオペレットに関してよくある質問をまとめました。本製品はリアクター本体です。バイオペレ
ットは各社で成分は異なるので、全ての水槽に当てはまるわけではありませんのでご注意ください。

Q1.設置して2週間経過していますが数値が下がりません。
A. 少し水流を弱めてもペレットが動くようでしたらパワーを落としてみてください。1～ 2週
間経過しても変化がない場合は、ペレットを少し増やして1～ 2週間更に様子を見てください。
ZEObakの添加も予算に問題が無ければ使用してみてください。

Q3.多めにペレットを入れると問題がありますか?
硝酸塩が高く、量の多いペレットを設置すると白濁りなどの問題があります。硝酸塩が低い場
合はバクテリアの絶対量も少ないので白濁りの発生は少ないですが主成分の一部が飼育水に
溶け込む割合は多くなる可能性があります。生体の調子が悪くなったなどの報告は当社にはあ
りませんが、理想・理想ではないの極端な判断をするとすれば理想ではありません、少しでも
余分なペレットを使用しないように定期的に硝酸塩の測定をしてください。
数値が下がるまでの期間水槽やペレットの種類によっても異なります。効果の早い水槽では1
～ 2日後には数値に変化が見られます。一般的には4～ 7日程度で数値が下がり始めますが
10～ 14日程度、初期の数値変化を見てから追加ペレットを入れるか検討してください。

Q2.追加のペレットが同じものがありませんでした。他のものと混ぜても使用してもいいですか?
A. 当社推奨のバイオペレットであれば原則は問題ないかとおもいますが、お約束はできません

数値が下がるまでの期間
水槽やペレットの種類によっても異なります。効果の早い水槽では1-2日後には数値
に変化が見られます。一般的には4～ 7日程度で数値が下がり始めますが10～14
日程度、初期の数値変化を見てから追加ペレットを入れるか検討してください。

ペレットの循環動画を見る事ができます。
http://e-lss.jp/dst/reeflive/bp2.html

硝酸塩が10ppm以下

水替え前、水替え後もこの程度の範囲であればメーカ
ー規定量より少な目のペレットでスタートを推奨硝酸塩が10ppm以上20ppm程度

水替え前でこの範囲の場合は水替えをして20ppm以下
にしてからの運用(ペレット量1/4程度からスタート)か、
水替えしない場合は1/10程度からスタートしないとバ
クテリアが大繁殖して白濁りしてしまう場合があります。

硝酸塩が20ppm以上40ppm程度

水替え後で、この数値以上の場合は本製品の使用前に
ショップに相談してください。他の設備的な改善が必
要な場合があります。また、設備によってはバクテリ
アが異常繁殖し酸欠になる場合もあります。

硝酸塩が40ppm以上

ペレットの追加タイミング
バイオペレットが多すぎることにより水質悪化(アンモニア等)が増加するなどの事
例はございませんが、必要以上なペレットは水質環境の変化や白濁りの原因等になる
場合がございますのでベストな量をご使用することをお勧めしています。
その為にいくつかのパターンを参考にしながらペレット量を調整してください。
※下記の提案は当社の考える一つの方法で、他の方法や考え方もあります。

追加しながらペレット量を決定する方法

循環水量の調整
本製品は水量とバイオペレット量の二つで硝酸塩量をコントロールします。ペレット
量が重要ですが、極端に少ない流量や早すぎる流量は効率を下げる場合があります。
バクテリアは目視で見る事ができないので、微調整をしながら調整してみてください。
流量の調整はコントローラーの上下ボタンで最大パワー 9まで設定できます。
多くのペレットは早すぎる流動より、ゆっくりと全体が対流している程度の方が硝酸
塩の減少スピードは速い傾向にあります。

バクテリアの添加
バイオペレット専用のバクテリアではありませんが、バイオペ
レット設置水槽に使用することで効果的なバクテリアです。こ
ちらのバクテリアは数値が硝酸塩の低下しにくい水槽に使用す
ることで、硝化作用が高まり水質改善に効果的です。(このバク
テリアは一般的なバクテリアと同様にバイオペレットの設置し
ていない水槽でも水質浄化効果があります)　また、他のバクテ
リアには含まれていることが少ない、リン酸塩を体内に取り込
むバクテリアもブレンドされています。バイオペレットの副効
果であるリン酸塩の低下効率を高めます。

ZEOBak 10ml/50ml
日本総輸入ディーラー：
Lss研究所

高 スタート

時間

NO3

追加

追加
追加

一気に数値が下がった場合のペレットの調整

高 スタート

時間

NO3

抜く
追加
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6.日々のメンテナンス
ReefLive BR Series

定期的なメンテナンス箇所は少ない製品ですが、下記の箇所の確認をしてください。
7.使用上の注意と保証
説明書に従ってご使用ください。購入初期・保証期間内で故障・トラブルが発生した
場合でも貸出機の準備がございません。
一度当社に送付いただいてからの対応又は有償での貸出となります。
本製品には1年間のメーカー保証がありますが下記は保証の対象外となります。

LssLaboratory

ペレットの動き
ペレットはバクテリアが繁殖することで自重が重くなり動きが悪くなります。全く動
かない場合や一部の箇所で動かなくなってしまった場合は流量を上げてください。

硝酸塩の数値
数値が高い場合はペレットの追加が必要な場合もあります。追加の場合は少量ずつ追
加してください。数日から1週間程度の様子を見ながら繰り返し行ってください。

ポンプ
異音などがなければ数カ月に一度程度、右図の
ように分解して確認してください。カルシウム
の付着や異物などはポンプの故障につながりま
す。多くのパーツはスペアパーツとして販売し
ています。

本製品はLSS 製品取扱いの店舗にてご購入いただけます。
お近くにショップ様がない場合や、注文に対応いただけない場合はLSS WEB 
SHOP にてご購入いただくことも可能です。

スペアパーツの購入

http://lsslaboratory.ocnk.net/

http://e-lss.jp/shoplist/shoplist.txt

寸法・仕様は定期的に見直しされ数値が異なる場合がございます。ご了承ください。
製品の不具合や重要なお知らせができた場合には当社ホームページ
(http://e-lss.jp/)上部のfeaturedの更新情報部分に掲載いたします。
定期的にチェックしてください。
備考:故障や不良時の対応にご納得いただけない場合や意見が異なる場合は、
当社はお客様とのご対応をショップ様及び第三者機関に依頼する場合がございます。

ReefLive 日本総輸入ディーラー LSS研究所
ユーザーサポート (土日祝/ 当社指定日を除くAM10:00 ～ PM5:00)
TEL：042-788-2390

・パッキンやポンプのインペラなどの消耗部分
・使用過程による商品の破損
・本製品の故障による生体の死亡及びコンディション低下の保証
・本製品の故障、破損による本製品以外の保証（水漏れ含む）
・保証書がない場合
・保証書に購入日/購入ショップの印等がない場合
・人から譲り受けた商品の場合

LssWeb
http://e-lss.jp

FACEBOOK 
www.facebook.com/

lsslaboratory1234

LssTV
www.youtube.com/
user/lsslaboratory
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